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審   査   の   要   旨 
 
著者が研究対象としたパプリカは、日本に1990年代初頭に輸入が開始された野菜であり、輸入品により国内の
消費が形成され、その後、国内生産が徐々に拡大している品目である。著者は、このパプリカを事例として、輸
入相手国や輸入量の推移、国内生産の産地や農業法人の生産構造を明らかにし、今後の国内パプリカ生産を展望
している。この論文の独自性は2点ある。1点目は、一つの作目を巡って、輸入と国内生産を統一的に分析してい
る点である。そこでは、輸出入というマクロの分析から、農業法人の生産力構造というミクロの分析までが連続
的に行われている。2点目は、小規模な従来型の農家による産地と、大規模な農業法人の生産力・収益性の構造
を比較して検討している点である。これにより、将来の担い手を展望している。 
分析を通して著者が得た結論は、国産農産物生産の展望に貢献するものである。本論文は、実務的な有用性に
富み、同時に高い学術性も有している。 
平成29年6月20日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験を行い、
本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によって合格
と判定された。 
よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
